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平成３０年６月１９日 

 

日南町議会議長  村上正広様 

 

                                                 日南町長 増原 聡  

 

大西 保議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．防災について 

①5月26日に火災が発生し、死亡という大変不

幸な事象が発生した。今回の事象から今後の防

災・予防・再発防止について、何らかの対策を

検討されたのか。 

 

２．環境について 

①6 月は「環境月間」であるが、環境立町日南

町としての取り組み内容は。 

 

 

②平成28年7月に策定された「日南町地球温暖

化防止実行計画」で基準年平成13年度に対し

て、直近での温室効果ガスＣＯ２の削減率（％）

はいくらか。 

 

③平成30年3月に「第三次日南町環境基本計画」

の5ヶ年計画が策定された。計画策定に当たり

役場各課と連携し策定されたのか。 

 

 

３．企業進出について 

①昨年8月より霞地内への企業進出へ向けた説

明会及び協議が進められたが、本年1月に企業

側から進出断念し、他地域で事業展開するとの

説明文書が自治会に配布された。説明会に参加

された方から、その後約半年経過しているがど

のようになっているかとご意見を聞く。今の状

況を伺う。 

 

１． 

①不幸な事故を防止するために、防火の啓発な

どについて広域消防や自衛消防と連携を図っ

ていきたい。農作業上の止むを得ない野焼き等

への留意点の周知徹底などを図っていく。 

 

２． 

①環境月間の取り組みとして、鳥取県、鳥取県

警、鳥取県産業資源循環協会と合同で不法投棄

監視パトロールを実施している。 

本年度は 6月 19 日に実施する。 

②国の削減基準年にあわせ、本町の地球温暖化

防止実行計画の基準年を 2013（H25）年度から

2030（H42）年度とし、26％削減する目標とし

た。H25 年度の排出量 5,335t に対して H28 年度

は 5,208t で 2.38％の削減となっている。 

③第三次日南町環境基本計画策定にあたり、主

に数値目標の設定について見直しをした。目標

設定については各課の担当からの意見を参考

に策定している。 

 

３． 

①企業に今の状況を確認したところ、操業にむ

け準備を進めているとのこと。日南町の木材利

用も可能性を秘めており、今後の事業展開につ

いて、引き続き注視していきたい。 
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平成３０年６月１９日 

 

日南町議会議長  村上正広様 

 

                                                 日南町長 増原 聡  

 

山本 芳昭議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．丸山教育長の所信を伺う 

①教育長としてこれまでの成果と課題。そし

て、今後日南町の教育をどのように導かれるの

か所信を伺う。 

 

 

２．国土調査事業について 

①昨年度大幅に予算が減額されたが、本年度の

状況を伺う。 

 

 

 

 

②町が行う国土調査事業と県が行う林業・木材

産業強化総合対策事業（航空レーザ測量業務）

との関連性について伺う。 

 

③今後の事業計画について伺う。 

 

 

 

３．町営住宅の管理について 

①適正な管理がなされているか伺う。 

 

 

 

４．エナジーにちなんについて 

①今年度の取り組みと次年度以降の運営につ

いて伺う。 

 

 

１． 

①日南町の教育環境は充実している。更に、町

民の皆さんが学んで喜んでいただけ、生涯学び

続けられる学習機会の提供と環境整備を行っ

ていきたい。 

 

２． 

①平成 30 年度の予算状況は (平成 29 年度） 

  要望額 122,040 千円  （167,300 千円） 

  配分額  48,800 千円  （ 30,000 千円） 

  配分率    40 ％       （  18 ％ ） 

 河上・茶屋・菅沢・新屋・神戸上・福塚地区

で地籍調査を実施する。 

②県が行う航空レーザ測量は、本年夏頃に実施

される見込み。国土交通省が本年 5月にマニュ

アルを制定したので、活用方法等について関係

機関と調整を図る。 

③認証遅延の解消を図って予算配分を確保し

つつ、次期「第 7次国土調査事業十箇年計画」

による推進を図る。 

 

３． 

①住宅診断による現状調査を実施し、劣化度を

評価した修繕計画を策定して、適正な管理を行

う。 

 

４． 

①今年度は、引き続き、農林業研修生の指導を

行い、今年度中に定款を変更、名称を一般財団

法人日南町産業振興センターとし、次年度から

は、新たに、にちなん中国山地林業アカデミー

の運営を行う予定。 
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平成３０年６月１９日 

 

日南町議会議長  村上正広様 

 

                                                 日南町長 増原 聡  

 

久代 安敏議員 一般質問答弁要旨 

 

質 問 要 旨    答弁 （要旨を箇条書きしてください） 

１．今の国会で成立した「森林経営管理法」に

ついて 

①この法律を制定するにあたり林業者の意向

調査が行われているが、本法にどのように反映

されたのか。 

 

②来年度の税制改正に盛り込まれる「森林環境

税」および「森林環境譲与税」の、税財源の見

通しと、この新法による日南町の「新しい森林

経営管理システム」をどのようにされる予定

か。 

 

 

２．所有者不明土地問題について 

①全国的に所有者不明の土地問題が大きく取

り上げられているが、日南町にはどの程度存在

するのか。 

 

 

 

②平成28年度決算において、収入未済の固定資

産税(512万円)を不納欠損処理しているが、そ

の中に所有者不明となっている固定資産が存

在するのか。 

 

３．今年7月を目途に開設予定の障がい者グル

ープホームと高齢者有料老人ホームの進捗状

況は。 

 

 

 

 

 

１． 

 

①平成27年に林野庁が実施した「森林資源の循

環利用に関する意識・意向調査」の結果が、法

案の国会提出の際の背景説明資料となってい

る。 

②平成 31～33 年度が 26 百万円、平成 34～36

年度が 39 百万円、平成 37～40 年度が 55 百万

円、平成 41～44 年度が 72 百万円、平成 45 年

度以降 88 百万円と見込んでいる。今後、町有

林管理経営審議会にも諮るなどし、新たな森林

経営管理システムを策定する。 

 

２． 

①所有者不明の土地は、必要に応じて所有者の

調査を行った際にはじめて判明するものであ

る。住民課が調査し、把握している所有者不明

土地は、課税となる土地や建物の所有者であ

る。調査に基づき課税保留として処理している

のは 13 件で、面積は 13.3ha。 

②43 件 512 万円のうち、相続放棄などで所有者

不明として処理したものは、6件で21万8千円。 

 

 

 

３．グループホーム虹の郷の転用届出、貸借契

約等の手続きは準備中。グループホーム虹の郷

の利用者様ご家族様と日南福祉会のご理解を

いただき、7月 22 日にあさひの郷への転居を準

備していただいている。障がい者グループホー

ムは、施設の準備が整い次第開設予定。有料老

人ホームについては、運営される NPO 法人が協

議中。 
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４．島根原発の稼働と住民の安全対策について 

①本年2月に説明があった「鳥取県西部国土強

靭化地域計画」では、原発事故への対応には一

切記述がない。島根原発の2号機の再稼働や3号

機の稼働申請が行われようとしている中で、人

命保護をどうすすめるのか。 

 

 

５．歴史的な南北首脳会談(4 月 27 日)と、米朝

首脳会談(6 月 12 日予定)について 

①Jアラートによる『北朝鮮からミサイルが発

射された模様です』などという防災無線を聞き

たくないというのは国民の強い思い。先に開か

れた南北首脳会談と予定されている米朝首脳

会談について見解を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 

①国土強靭化計画は、各リスクごとの対応計画

ではないため、原発事故への対応は国県の指針

及び町地域防災計画で行う。30km 圏外の自治体

への対応が示された上で避難計画は定めてい

く。場合によっては避難者の受け入れも必要と

なることも想定される。 

 

５． 

 

①各首脳会談の結果は朝鮮半島の完全非核化、

朝鮮戦争の終結と平和体制の構築を約束する

もので意義は大きい。今後具体的な交渉が早期

に進められ実現に向かうことを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


